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Ⅰ．目的制度概要等

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、各地方自治体の教育委員会は、

毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況（主な事務事業）について、自ら点

検及び評価を行い、その結果を議会に報告するとともに、公表することとなっている。

富士川町教育委員会においても、より効果的な教育行政の推進を図るべく、実施した

事務事業についての点検・評価を行い、その結果を報告書とした。

Ⅱ．点検・評価の方法

第二次教育大綱及び第二次教育振興計画に掲げる各施策の項目のうち、教育委員会の

権限に属する事務について、自己点検及び評価を行った。

ただし、事業選択に自由裁量がない国・県の制度による義務的事業や、他課所管の事

業の成果と課題については、対象外としている。

また、事務について次のとおり分類した。

１ 教育委員会の活動 ２ 教育委員会各課において執行した事務事業

Ⅲ．新型コロナウイルス感染症による自己評価の視点

令和２年３月６日に、山梨県内で初となる新型コロナウイルス感染者が報告されて以

降、本町教育委員会として、管内小・中学校の臨時休業、社会教育施設、社会体育施設

の休館及び各種イベント等の延期又は中止など様々な対応に取り組んできた。

令和２年度以降は、実施した事務事業について点検・評価を行い、その成果、課題を

報告書としてまとめたが、新型コロナウイルス感染症への対応としては、今後も「新しい

生活様式」と「ウイズコロナ」の視点を取り入れ、感染症対策等工夫を凝らしながら、活

動を進めることとする。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任され

た事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。
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Ⅳ．点検・評価の結果

１ 教育委員会の活動

⑴ 教育委員の構成（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

(2) 教育委員会の活動状況

① 委員会の開催状況（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

職 名 氏 名 任 期 備 考

教 育 長 古 屋 三 千 雄
令和４年４月１日～

令和６年３月３１日
新任

教 育 長

職 務 代 理
秋 山 悦 彦

令和３年６月２３日～

令和７年６月２２日

令和４年４月１日

教育長職務代理就任

委 員 中 村 髙 志
平成４年６月２５日～

令和８年６月２４日
再任

委 員 望 月 正 人
平成３０年６月２５日～

令和４年６月２４日
任期満了により退任

委 員 大 森 き よ 子
令和元年６月１４日～

令和５年６月１３日

委 員 保 坂 文 彦
令和４年６月２５日～

令和８年６月２４日
新任

会 議 開 催 日 議案件数 協議件数 報告件数

臨時会（ ４月） 令和 ４年 ４月 ４日 １

定例会（ ４月） 令和 ４年 ４月２５日 １ １ ３

定例会（ ５月） 令和 ４年 ５月２５日 ５ １ ２

定例会（ ６月） 令和 ４年 ６月２７日 １ ４

定例会（ ７月） 令和 ４年 ７月２７日 １ １ ２

定例会（ ８月） 令和 ４年 ８月２５日 ４ １

定例会（ ９月） 令和 ４年 ９月２６日 １ ３ ２

定例会（１０月） 令和 ４年１０月２７日 ３ ４

定例会（１１月） 令和 ４年１１月２４日 ８ １ ２

定例会（１２月） 令和 ４年１２月２６日 ３ １ ２

定例会（ １月） 令和 ５年 １月２５日 １ ２

臨時会（ ２月） 令和 ５年 ２月 ９日 １ １

定例会（ ２月） 令和 ５年 ２月２４日 ８ １

定例会（ ３月） 令和 ５年 ３月２４日 ６ ４
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② 委員会以外の活動状況（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

教育長及び教育委員の、委員会以外の主な活動は次のとおりである。

・山梨県市町村教育委員会連合会

山梨県内の教育委員会で構成されている団体で、国・県への要望活動や研修等

を行っている。令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、秋季研

修会、春季研修会、定期総会が書面開催やオンライン開催となった。

・峡南地区教育委員会連合会

峡南地区の教育委員会で構成されている団体で、県への要望活動や研修を行っ

ている。令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、多くの会議が

書面開催となった。

また、関東甲信越静市町村教育委員会連合会の総会及び研修会も、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため書面開催となった。

・学校訪問

町内の小中学校５校を訪問し、授業実施状況や授業内容の確認を行った。

全教職員との意見交換については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

今年度も、主として管理職との面談形式で行った。

令和 ４年 ７月 ５日 増穂南小学校、増穂中学校

令和 ４年 ７月 ７日 増穂小学校

令和 ４年 ７月１１日 鰍沢小学校、鰍沢中学校

・給食試食会

毎年度、学校給食週間に合わせ、管内小中学校の給食試食会を行い、児童生徒

や栄養士との意見交換を行っているが、令和４年度は、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、中止した。

・各小中学校入学式、卒業式

毎年、管内小中学校５校の入学式及び卒業式に来賓として出席しているが、令

和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模の縮小・時間の短縮

を図るなかで、来賓出席はなかった。

・各小学校運動会、各中学校学園祭

毎年、管内小学校３校の運動会、中学校２校の学園祭に来賓として出席してい

るが、令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、出席しなかった。

・町民体育祭

令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となった。

・二十歳の誓い

民法改正により、成年となる年齢が２０歳から１８歳に引き下げられたため、

名称を「成人式」から「二十歳の誓い」に変えて実施され、来賓として出席した。

令和 ５年 １月 ７日 はくばく文化ホール

・その他各種会議、各種イベント事業
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２ 教育委員会各課において執行した事務事業

⑴ 豊かな感性・創造性を培い、社会を生き抜く力を育成する

① 「知育・徳育・体育」を中心に、バランスのとれた「生きる力」の育成

ａ．確かな学力を伸ばす教育の充実

概 要

・児童生徒の発達段階に応じた基礎学力向上のための教育の充実

きめ細かな学習指導を実現させるため、町費負担講師・支援員を配置

している

・学力向上フォローアップ事業「そよ風教室」の実施

平成２６年度から学力向上フォローアップ事業「そよ風教室」として、

教職員ＯＢが指導者となって、学習意欲をさらに高めるため、児童・生

徒を対象に、個々のニーズに合わせた学習指導を実施している。

・習熟度に応じた少人数学級による教育環境の充実

町費負担講師・支援員を配置し、ティームティーチングを行っている。

また、鰍沢中学校の数学においては、クラスを２つに分け、習熟度に

応じた小人数学習指導を行っている。

・全国学力・学習状況調査、山梨県学力把握調査の実施

毎年度１学期に調査を実施し、結果を公表している。

・学習意欲と学力向上を図る各種検定への助成

学習意欲と学力の向上を図るため、中学生が受ける英語や漢字、数学

の検定に対して、補助金を交付している。

成 果

「そよ風教室」については、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、

途中休講もあったが、教室内の換気、消毒の徹底を行いながら、通年開講

することが出来た。また、小学生増穂教室、中学生クラスの会場を、富士

川町児童センターに変更したことで、より快適な環境のなかで、学習する

ことが出来た。

全国学力・学習状況調査については、小学校は算数が全国平均正答率を

上回り、中学校では、全ての教科において全国平均正答率を上回った。

各種検定については、チャレンジすることで学習意欲の向上につながっ

クラス 令和４年度 令和３年度

小学生クラス（増穂） １６人 １６回 １８人 １６回

小学生クラス（鰍沢） １２人 １６回 １３人 １６回

中学生クラス １６人 １６回 １８人 １６回

学校 令和４年度 令和３年度

増穂中学校 ２９９人 １２８人

鰍沢中学校 ６３人 ９人

計 ３６２人 １３７人
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ｂ．健やかな体の育成

ｃ．教職員の指導体制・指導環境の充実

ている。

課 題

「そよ風教室」については、学習意欲を持っている子や、学力の定着が

十分でない児童生徒の支援策として継続的に行うことが望ましい。また、

町の行事や学校行事と重ならないように、綿密な日程調整を行う必要があ

る。

各種検定への助成については、今後も、中学生の学習意欲の向上のため

にも継続が必要である。

概 要

・学校保健、学校給食及び食育等の推進

富士川町食育推進計画に従い、保育所、学校など関係機関と連携しな

がら、地域の特性や歴史風土を活かした食育に努めている。

また、委員会として、町広報誌において取り組みを紹介している。

学校給食に地元の食材（野菜・果物など）をできるだけ取り入れ、地

域の食文化にふれあえるよう努めている。

成 果

子どもの頃から健全な食生活を送ることで、生涯にわたる健全な心身の

育成につながっている。

学校給食において地元食材を使用し、紹介することで、食に対する関心

や感謝の心を育んでいる。

課 題
令和４年度から５年間を計画期間とした「第３次富士川町食育推進計画」

に基づき、様々な取り組みを行っていく必要がある。

概 要

・各学校に配置した町費負担講師、支援員によるきめ細かな指導体制の充

実（授業中における指導補助等）

複式学級の解消や、子どもたち一人ひとりの状況に応じたきめ細かな

教育を行うため、各学校に町費負担講師・支援員を配置している。

・部活動指導員の配置の促進

教職員の負担軽減を行うため、鰍沢中学校バドミントン部に部活動指

導員１名を配置している。

成 果

町費負担講師・支援員を配置することで、増穂南小学校においては、複

式学級が解消され、より細かな教育が推進できている。また、ティーム・

ティーチングによるきめ細やかな学習指導ができ、個に応じた指導が可能

となっている。

部活動指導員については、活動成績の向上と、教職員の負担軽減につな

職種 令和４年度 令和３年度

講師 １９人 １７人

支援員 ７人 ８人

計 ２６人 ２５人
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ｄ．一人ひとりの教育的ニーズに応える特別支援教育の充実

ｅ．不登校児童生徒に対する教育支援体制の充実

がっている。

課 題

町費負担講師・支援員については、児童・生徒の教育環境の充実のため、

今後も配置が必要である。

部活動指導員については、人材の確保が課題である。

概 要

・学びを育む教育支援体制の整備

児童・生徒の実態を把握し、町単講師・町単特別支援員を配置し、そ

れぞれのニーズに見合った教育を行っている。

・個別の指導、支援計画による支援体制の整備

情緒障害等の特徴を持った個に対応できるよう、町単の特別支援員を

配置している。

・就学事務、就学時健康診断の実施

就学前の幼児については、保育士・保健師・臨床心理士・教員と連携

し、保育所巡回相談を実施して、情報共有を行い、個に応じた就学先を

決定している。

また、既に就学している児童・生徒についても、校内の特別支援コー

ディネーターを中心に、保健師・臨床心理士と情報連携を図っている。

教育委員会においては、児童・生徒にあった就学先の決定を行うため、

１年を通して就学相談を実施し、保護者との合意形成を図っている。

・富士川町障害児福祉計画に基づく、保健、医療、保育、教育関係機関と

の連携強化

就学前からの連携を通じて、就学後もその都度必要に応じて連携を図

っている。

成 果
個の持てる力を高め、生活や学習上の困難を克服するための、適切な指

導及び必要な支援ができている。

課 題

課題を抱えた児童・生徒の状況に応じた、特別支援員の配置が必要であ

る。

また、町の障害児福祉計画に基づき、保健、医療、保育、教育関係機関

等が連携を図るための協議の場を設置することが必要がある。

概 要

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの活用の充実

県のスクールカウンセラー活用事業を活用した相談業務を実施してい

る。

・学校や県の教育関係機関と町との連携強化

峡南４町（南部町を除く）が共同で「やまなみ教室」運営しており、

不登校児童生徒を受け入れている。

また、県の総合教育センターで実施している相談業務などを活用して
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ｆ．学校相談員による巡回指導

② 生命を尊び、家庭や子育てに夢を持つことができる豊かな心の育成

ａ．いじめに対する学校全体での取り組みの充実

ｂ．少子化に対応した望ましい教育環境の実現

いる。

成 果
気軽に相談できる体制がつくられており、児童生徒はもとより、教師、

保護者も活用している。

課 題
児童生徒の諸問題に対するきめ細かな指導を図るためにも、カウンセリ

ング実施日の増加を引き続き県へ要望していく必要がある。

概 要

・様々な課題を抱えた児童生徒や保護者、教職員に対する相談支援体制の

充実

学校相談員２名が、町内５校の小中学校を訪問し相談業務を実施して

いる。

成 果
経験豊富な元教員を雇用しており、学校側の相談に対して適切な助言を

している。

課 題
年々、様々な課題が増加していることから、相談員の増員を検討する必

要がある。

概 要

・「いじめ防止基本方針」に基づく取り組み

町及び管内全ての学校において「いじめ防止基本方針」が策定されて

おり、いじめ防止等を総合的かつ効果的に推進している。

・富士川町いじめ問題対策連絡協議会等による相談支援体制の整備

平成３０年２月に「富士川町いじめ防止基本方針」、令和３年３月に

「富士川町いじめ問題対策連絡協議会等設置条例」を制定し、令和４年

度には協議会を設置した。

成 果

いじめ防止基本方針に基づき、いじめの未然防止、早期発見、早期解決

のための様々な対策に取り組むことで、いじめ問題の解消につながってい

る。

課 題
更なるいじめの未然防止、早期発見、早期解決につなげるため、各機関

との連携強化や迅速な対応が必要がある。

概 要
・富士川町学校規模適正化基本方針に基づいた適正な学校配置の推進

学校規模適正化方針に基づき、推進している。

成 果
学校規模適正化基本方針に基づき、生徒の教育環境を充実させるため、

中学校の統合を決定した。

課 題
少人数教育を希望する児童のために、小学校の過小規模校については、

継続配置をすることとしているが、今後、学年において児童がいなくなる
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ｃ．家庭や地域、学校の連携による家庭教育、幼児教育の充実

③ 家庭・地域・学校の連携により、社会全体で子どもを育む環境づくりの推進

ａ．学校を核とした人づくり、地域づくりの推進

ｂ．地域と一体となった青少年の健全育成の推進

ことが想定されるため、再度、小学校の統廃合について検討を始める必要

がある。

概 要

・「ふじかわ子ども・子育てプラン」との連携を図った教育環境の充実

住民の意見や提言を反映させるため、「子ども・子育て会議」を開催

し、ふじかわ子ども・子育てプラン（富士川町子ども・子育て支援事業

計画）に掲げる施策について、進捗状況等の点検・管理を行っている。

成 果
施策の進捗状況等の点検・管理を行うことで、その後の対策の実施や計

画の見直し等に反映させることができている。

課 題

子どもの教育環境の充実を図るためには、学校現場だけでなく、家庭や

地域の教育に対する意識の向上が不可欠である。

今後、さらに、学校・保育所・幼稚園・行政・地域が連携して、教育環

境の充実に取り組む必要がある。

概 要

・管内小中学校へのコミュニティ・スクールの導入促進

増穂南小学校では、「知・徳・体」のバランスのとれた人間性豊かな

児童の育成を図るため、学校と保護者、地域がともに知恵を出し合い、

学校運営に意見を反映させることが出来る学校運営協議会制度（コミュ

ニティスクール）を平成３０年４月に設置した。

・地域活動や体験活動への支援

（地域と共に学ぶ会、ゆずっ子文化祭、鰍沢ばやし等）

特色ある学校教育推進費補助事業を実施しており、学校が実施する地

域活動や体験活動への支援を行っている。

成 果

鰍沢小学校については、コミュニティ・スクール導入にむけて、研究と

準備を行った。

増穂南小学校については、地域の人との関わりを深める教育活動を行う

ことで、地域を愛する心を養うとともに、児童が社会参画や自立に必要な

能力を身につけることが出来た。

課 題
よりよい学校運営や特色ある活動を行うために、保護者、地域住民、教

職員の理解と協力を深める取り組みを進めていく必要がある。

概 要

・大自然の中での体験を通した学びの場として、異年齢交流キャンプ等の

開催

大自然の中で、野外体験活動や自然の観察をしながら環境問題への興
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味、関心を高め、また、異年齢集団での宿泊活動を通して、自主性、協

調性を育て、あわせて地域ジュニアリーダーとしての育成を図るため、

増穂ふるさと自然塾を会場に自然体験会（ナイトハイク、キャンプファ

イヤー等）を実施している。

・親睦球技大会や生活指導推進会議等の地域ぐるみの健全育成活動事業の

開催

町内の子どもたちが、スポーツを通してお互いの親睦を深めるととも

に、健康な精神を養うことを目的とし、球技大会（グラウンドゴルフ）

を実施している。

「スポーツによる青少年の健全育成」を目的とするスポーツ少年団に

ついては、サッカー、ソフトテニス、バドミントン等の１３団体で構成

され、町内各小中学校へ募集案内を行い、２１５名の入団があった。

３歳以上の幼児の入団はなかった。

町をはじめ、学校関係者や青少年育成団体などと連携して、夏季生活

指導推進会議や冬季生活指導推進会議を開催している。

・安全・安心な環境づくりのため、夜間防犯パトロールや朝のあいさつ運

動等の推進

青少年育成富士川町民会議各部会により、小中学生の登校時に合わせ

たあいさつ運動(年４回)、夏季の夜間パトロール（年２回）、社会環境実
態調査（成人向け図書類の陳列販売の状況確認など）を実施している。

成 果

令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止により、自然体験会は

中止とした。

スポーツ少年団活動は、発育発達段階を考慮したスポーツ活動の他、学

習活動、社会活動など、青少年が心も体も大きな成長変化を遂げる時期に

多様なプログラムを実施することによって、社会性を身につける契機とな

っているとともに、定期的な運動を通して体力の向上にもつながっている。

令和４年度は、ウイズコロナという考えのもと感染対策を徹底したうえ

で、子どもたち練習活動や対外試合などコロナ禍以前の活動へ徐々に近づ

きつつあり、関東大会や全国大会に出場する単位団もあった。

また、県が主催する指導者の講習会、研修会も人数制限や時間短縮で行

われるなかで参加した。

あいさつ運動や社会環境実態調査については、感染症対策に留意しなが

ら実施し、児童生徒の見守り活動の推進と地域へのあいさつ運動の浸透を

図った。

課 題

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を考慮すると、密になるテン

トでの宿泊ができない。

少子化による団員の確保、３歳以上の幼児の見学・体験入団を行い、入

団の促進及び入団する幼児の指導についても今後の課題である。

指導者についても高齢化が進み、後継者の育成や支援をしていく必要が
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ｃ．子どもの読書環境づくりの推進

ｄ．安全・防災教育の充実

ある。

あいさつの定着、子どもたちの見守りのため、今後も継続して行くこと

が必要である。

概 要

・子ども読書活動推進計画を策定し、読書環境づくりを推進

各学校に町単で学校司書を配置し、図書活動等の充実を図っている。

また、学校全体で朝読書を推進している。

・学校図書館と町立図書館との連携を深め、読書活動の充実を図る

令和５年度に町立図書館がシステム更改を行うのに併せて、学校の図

書システムも、同年から順次、町立図書館システムと連携できるシステ

ムに更新していく。

成 果

司書による連絡会を開催し、意見交換や情報の共有により、読書活動等

の充実が図られた。

朝読書を通して、読書に対する意識を高めることができている。

図書館システムについて、県内の先進自治体を視察することで、システ

ム連携について、深く知ることができた。

課 題

今後も、学校全体で、読書活動の拡充に努めていく必要がある。

また、システムについては、連携後の運用体制について検討する必要が

ある。

概 要

・学校における体系的な防災教育に関する指導の充実

・地震、火災、風水害を想定した実践的な避難訓練、災害図上訓練等の実

施

毎年度、各学校において学校防災計画を策定し、その計画を基に、防

災訓練や児童・生徒の引渡し訓練などを実施している。

・児童生徒の登下校時の安全確保の推進

（見守り活動、通学路安全点検の実施等）

児童の登下校時の安全確保のため、スクールガードリーダーを配置し、

子どもへの指導、通学路の安全確認等を行っている。

１日４時間、週２日実施している。（小学校３校で実施）

また、毎年４月に新１年生へ防犯ブザーの貸与を行っている。

成 果

訓練を行う中で、自主的・能動的に行動する力を育んでいる。また、引

渡し訓練においては、保育所・小学校・中学校合同で実施することで、多

子世帯への対応を心がけている。

スクールガードリーダーについては、鰍沢警察署のスクールサポーター

とも連携がとれており、重大な事件事故も発生していないことから、事業

の効果は大きい。
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④ 多様な人との関わりの中で、社会を生き抜く力を育む学校環境の整備

ａ．安全・安心で質の高い学校施設等の整備の推進

ｂ．学校規模・学校配置の適正化の推進

防犯ブザーについては、児童・保護者の防犯意識の高揚及び犯罪の抑止

につながっていると考えられる。

課 題

児童・生徒が自然災害等の危険に際して、自らの命を守り抜くため、主

体的に行動する態度や危険予測・回避の能力を身につけることなどへの取

り組みを、さらに継続していく必要がある。

また、より一層、学校の防災強化を図るため、全学校共通の危機管理マ

ニュアル、避難所運営マニュアル、学校版タイムラインの策定についての

学習会を開いている。

見守り活動については、教育委員会・警察・学校がさらに連携を深める

ための施策を展開していきたい。

防犯ブザーの貸与は、今後も継続して実施していくことが望ましい。

概 要

・学校施設の防災機能の強化（耐震化、長寿命化改修など）

令和元年度に学校施設長寿命化計画が策定されている。

・学校設備等の点検による安全の確保

（学校の防犯対策、建物の定期点検、消防保守など）

毎年度、定期点検や保守点検を実施している。

成 果 点検等により、修繕箇所等の早期発見ができている。

課 題

中学校の統合により、長寿命化計画の見直しが必要となっている。

年々老朽化が進んでいることにより、修繕箇所が増加傾向にある。計画

的な改修が必要である。

概 要

・学校規模適正化基本方針に基づいた、中学校の統合の推進

中学校の統合・新たな中学校のあり方について、アンケートや対話集

会を実施し、１１月４日の総合教育会議で「新たな中学校の方針」を決

定した。

・学校施設の移転の検討等、計画的な施設整備の推進

中学校の統合が決まったため、統合後の空き施設について活用方法の

検討を始めた。

成 果

新たな中学校の方針が決定できた。

また、新たな中学校の方針が決まったため、富士川町新中学校開校検討

委員会及び調査検討部会で検討項目の調整を再開することができた。

課 題
統合については、令和７年４月の開校までに多くの検討項目を調整する

必要があるため、検討委員会や調査検討部会を効率的に運営していく必要
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がある。

また、学校施設の移転等については、長寿命化と併せて全ての学校教育

施設を計画的に整備していく必要がある。
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⑵ 夢と志を持ち、新時代の可能性に挑戦する力を育成する

① 超スマート社会（Society5.0）の到来に向けた情報教育の充実

ａ．学校のＩＣＴ環境整備の充実

ｂ．各教科等の指導におけるＩＣＴ活用の推進

ｃ．安全で快適な教育環境の整備

概 要

・ＩＣＴ整備計画に基づいた、情報教育機器の整備充実

タブレットや電子黒板等を整備してきている。令和５年度までに、全

て同じ型番のタブレットが整備される予定である。

成 果
１人に１台のタブレットが整備され、ＩＣＴを活用した授業や学校活動

が行われている。

課 題

維持管理に係る経費及び情報教育機器の更新時に多額の費用が生じてい

しまうことが課題である。また、ＩＣＴの活用が学力向上につながってい

るか検証する必要がある。

概 要

・ＩＣＴを活用した分かりやすい授業の充実

児童生徒の画面を管理するソフトを導入し、ＩＣＴの活用が進んだと

共に文部科学省のデジタル教科書実証事業にも参加し、英語のリスニン

グ等において授業の充実を図っている。

・教職員の指導力向上に向けた学習会、研修会の実施

各学校で勉強会を開催し、タブレットの有効活用する研修会を実施し

た。

・新学習指導要領に基づいた、プログラミング教育の充実

タブレットを用いた回路形成のプログラミング等に取り組んだ。

成 果

学習支援ソフトを導入したことにより、生徒の画面が確認できる等、充

実した学習を実施することが出来た。

ＧＩＧＡスクールサポーター事業を活用して講師を派遣し、教職員に向

けた研修会を実施することが出来た。

タブレットを使用することにより、効率的にプログラミング教育を実施

することが出来た。

課 題
教職員のＩＣＴの活用スキルに差があることから、定期的な研修等が必

要である。

概 要

・子どもたちの能力を高めるＩＣＴ情報モラル教育の推進

・スマートフォンやタブレット等の情報通信機器の安全、安心な利用に向

けたメディアコントロール力を高める教育の推進

モラル教育の発展型であるデジタルシティズンシップを推奨し、ＩＣＴ

についての安心安全かつ適切な使用方法についての推進を図った。
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② 国際的な視野を持ち、グローバルに活躍する人材の育成

ａ．外国語教育・国際理解教育の推進

成 果
デジタルシティズンシップを通し、ＩＣＴの良い面、悪い面を学び、正

しいタブレットの活用が推進できている。

課 題 毎年度、実施していく必要がある。

概 要

・ＡＬＴや英語専科教諭等の配置によるコミュニケーション能力の育成

新学習指導要領により、令和２年度から５，６年生は外国語教育が教

科化され、３，４年生は外国語活動が導入されたことから、町内小学校

においては、英語専科教諭１名とＡＬＴによる教育活動が行われた。

成 果

音声を中心に外国語に慣れ親しませる活動を通じて、言語や文化につい

て体験的に理解を深めるとともに、積極的にコミュニケーション能力の素

地を養うことができた。

課 題
英語専科教諭の配置・増員等について、引き続き県に要望していくこと

が必要である。
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⑶ 自らの人生を設計し、生涯にわたって活躍できる環境を整える

① 人生１００年時代を見据え、生涯にわたる学習活動を支える環境の充実

ａ．生涯学習を支える図書館機能の充実

ｂ．学校図書館や保育機関との連携

概 要

・町立図書館を建設し、地域のニーズに対応した情報収集と提供の場とし

て生涯学習を推進

建設を統括する国交省を中心に、合同庁舎に入居する国の５官署を含

め、月１～２回会議を行った。

・図書館資料の充実と利用の促進

町民図書館図書購入の他、オープン用図書として書籍や視聴覚資料を

購入した。また、コロナ感染対策をとり、図書の貸し出しを行った。

成 果

建設について、令和４年度の富士川地方合同庁舎新設工事負担金の支払

いを行った。令和５年３月２９日に国交省から管理庁である国税局へ建物

の引渡しが行われ、３月３０日には入居官署へも引渡された。

図書の貸し出しは行っていたが、コロナ感染拡大によりおはなし会は中

止になった。

広報やＨＰでは、月ごとにテーマを決め、新刊図書や所蔵本の紹介を行

った。

課 題
イベント開催の周知方法を見直し、より多くの方が参加できるよう工夫

する。

概 要

・子どもの年齢に応じた読書環境の整備のため、学校図書館や保育機関と

連携し、資料と学習機会を提供

団体貸出を利用し、定期的に選書した本の貸し出しを行った。

・子どもたちの課題解決のため、県内公共図書館との相互利用による情報

提供と読書環境の充実

所蔵していない図書については、相互貸借制度を活用し、図書の提供

を行った。

・司書の資質向上のための研修及び情報交換による、質の高い読書環境の

推進

県立図書館や県公共図書館協会主催の研修に参加した。

成 果

保育機関だけでなく、児童センターや児童クラブでも定期的に団体貸出

を行った。司書が選書することで、図書が偏らず、現場のニーズに合わせ

た貸し出しが行えた。

研修はオンラインでも参加し教養を高めた。

課 題 司書１人ひとりが、研修に参加できる環境を整えていく。
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ｃ．町民一人ひとりが安心して気軽に活用できるよう町民会館の利用環境の整備

ｄ．公民館活動の充実

ｅ．生涯を通じた多様な学習機会の提供

概 要

・老朽化する施設における必要な保守及び修繕を実施し、施設の長寿命化

の推進

施設維持に必要な保守作業を実施し、修繕が必要になったものに対し

ては、施設活用するうえで早急に修繕が必要なものから修繕を行った。

成 果
修繕を行うことで、既存設備の長寿命化を図ることができ、利用者も不

自由なく使用することができた。

課 題
老朽化が進んでいるため、計画的かつ効率的に修繕を行っていく必要が

ある。

概 要

・中央公民館の利用促進と公民館活動の充実

中央公民館講座は、コロナ禍であったが感染症対策を行い、子どもか

ら老年まで幅広い年齢層が参加できるような講座を開催している。

・地区公民館が生涯学習拠点として機能するよう修繕整備に向けた補助金

制度の助成

富士川町地区公民館改築事業費補助金及び富士川町地区公民館改修・

修繕事業費補助金制度があり、地区から公民館の改築や改修修繕に対す

る計画を提出していただき、事業年度に応じて予算化している。

成 果

中央公民館講座では、７講座を実施し、各講座において楽しみながら学

ぶことができたが、特に、子ども向けではバルーンアート教室、大人向け

ではクラフトテープ手芸講座が好評であった。（延べ参加者数１７６人）

地区公民館に対する補助金については、昨年度は申請がなかった。

課 題

公民館活動に関しては、今後も多様な講座を開催し、公民館活動を充実

させていく必要がある。

地区公民館の補助に関しては、今後も改修事業等が計画的に行えるよう、

地区においては３か年の事業計画を提出してもらい、計画に沿った事業実

施ができるよう指導を進める。

概 要

・町民の学習意欲や参加意欲を喚起する各種生涯学習講座の実施

コロナ禍であったが、感染症対策を行い、寺子屋学級として多種の教

室を開催している。

・各種生涯学習講座への参加促進のため、ＳＮＳ等を活用した情報提供の

充実

ホームページや町のＬＩＮＥに情報を掲載することで、多くの方に手

軽に情報を提供することができた。

成 果
寺子屋学級では６教室を実施し、基礎から応用まで学習でき、また、講

師からそれぞれ指導を受けることができ、参加者から好評を得た。



- 17 -

② ライフステージに応じて、誰もがスポーツに親しむことができる環境の充実

ａ．町民全体のスポーツ参画の推進

ｂ．社会体育施設の有効利用と環境整備の促進

現在、ＬＩＮＥは多くの方が目にする機会が多いため、幅広い年齢層に

生涯学習講座（公民館講座等を含む）情報を提供することができた。

課 題 今後も生涯学習の主要事業として、継続して取り組む必要がある。

概 要

・生涯を通してスポーツレクリエーション活動に親しめるよう、各種スポ

ーツ教室の充実

各種スポーツ教室を、スポーツ協会専門部やスポーツ推進委員協議会

が、計画及び運営をしている。令和４年度は、ソフトテニス教室（春季・

秋季）、小学生陸上競技教室、テニス教室、小学１年生水泳教室、弓道

教室、フラバールバレーボール教室、スキー・スノーボード教室など７

教室を計画した。

・町民のニーズに合わせた事業の実施及び見直し

令和４年度は、「町体育祭り」に代わる事業として「スポーツフェス

ティバル２０２２」を新たに計画した。また、既存事業として「第１３

回町スポーツレクリエーション祭」などを計画した。

・地区単位に出向いての出前講座を実施

スポーツ推進委員協議会において、フラバールバレーボールの出前講

座を計画した。

成 果

令和４年度は、コロナ禍で中止した教室もあったが、感染症対策を徹底

し、ソフトテニス教室（春季・秋季）、小学生陸上競技教室、テニス教室

を開催するなど、一定の成果は得られた。

「第１３回町スポーツレクリエーション祭」は、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止となったが、「町体育祭り」に代わる事業として開

催した「スポーツフェスティバル２０２２」では、幅広い世代が楽しめる

軽スポーツや走り方教室などを実施し、参加者・観覧者約２００人が来場

した。

スポーツ推進委員協議会において計画した、フラバールバレーボール教

室の出前講座は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。

課 題

ウィズコロナに対応した、町民が安心して参加できる教室や講座を、検

討する必要がある。アフターコロナを見据え、種目や運営の在り方などの

見直しが必要である。

概 要

・町民体育館建設の促進

町民体育館の建設は、中学校の校舎新築を鑑みた、検討が必要になっ

ている。
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ｃ．スポーツ団体の支援

・各スポーツ公園の整備と管理運営体制の充実

殿原スポーツ公園野球場・ソフトボール場の樹木伐採工事を行った。

いきいきスポーツ公園の夜間照明設備及び外トイレが令和４年度から

供用開始となった。

・安心・安全に社会体育施設を使用できるよう整備、充実の推進

増穂小学校夜間照明設備のＬＥＤ化工事を行った。

ふれあい広域体育館卓球場の蛍光灯・安定器の修繕工事を行った。

成 果

町民体育館については、新中学校校舎の新築による財政状況を鑑み、検

討することとしている。これから中学校校舎の設計を行うことから、現在

は体育館建設検討委員会を中断している。

殿原スポーツ公園野球場・ソフトボール場の樹木伐採工事により、倒木

の危険性が解消された。

また、いきいきスポーツ公園の夜間照明設備及び外トイレが令和４年度

から供用開始となったことで、利便性が向上し、利用者の増加に繋がった。

（利用回数 令和４年度５１１回、令和３年度１９１回）

増穂小学校夜間照明設備のＬＥＤ化工事を行ったことで、電気の省力化

及び長寿命化が図れた。また、ふれあい広域体育館卓球場の蛍光灯・安定

器の修繕工事を行ったことで、照度が向上し、利用環境が改善された。

課 題 各施設の老朽化に伴い、計画的な修繕や設備・器具の更新が必要である。

概 要

・かじまるスポーツクラブの育成支援

かじまるスポーツクラブは、ウォーキング、グラウンドゴルフ、ラー

ジボール卓球、ソフトテニス、ヨガ教室を定期開催しており、社会体育

担当が、事務局として事務的な補助を行っている。（令和５年３月末の

会員数６４名）

・スポーツ協会、スポーツ少年団の加入促進や自主活動団体の育成支援

スポーツ協会（１５支部と２７専門部で構成）は、全町民により組織

される社会体育の振興に重要な団体であるため、町補助金を交付し活動

を推進している。

・指導者の育成支援

指導者を対象とした、県の各種研修を周知し、受講を促している。

成 果

スポーツ協会に町補助金を交付し、活動を推進したことで、スポーツ振

興が図れた（令和４年度交付額３，６７０，２６７円）。

かじまるスポーツクラブに対し、事務局として事務的な補助を行うこと

で、活動の推進につながっている。令和４年度は感染対策を徹底し、コロ

ナ禍以前と同様の活動を再開した。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和４年度は「町駅伝大会」

は中止となったが、「町体育祭り」に代わる事業として、「スポーツフェ
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ｄ．スポーツを通じた生涯にわたる健康増進の推進

スティバル２０２２」を開催した。また、「県体育祭り」では１１連覇を

達成した。

スポーツ少年団の指導者に、県の指導者研修を周知し、受講を促すこと

で、指導者の確保に繋がったり、青少年活動に貢献している。

課 題

ウィズコロナに対応した、町民が安心して参加できる催しを、検討する

必要がある。アフターコロナを見据え、種目や開催時間、支部対抗の見直

しが必要である。

概 要

・町民が生涯を通してスポーツ・レクリエーション、ファミリースポーツ

活動に親しめるよう、町民皆スポーツ活動の推進

令和４年度は、「町体育祭り」に代わる事業として「スポーツフェス

ティバル２０２２」、「第９回ゆずの里絶景ラン＆ウォーク大会」、「第

１３回町スポーツレクリエーション祭」などを計画していたが、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため、「スポーツフェスティバル２０２２」

のみ開催した。

・公民館活動などと連携し、健康づくり教室など、日常生活に身近なスポ

ーツ環境づくりの推進

各種スポーツ教室を町広報誌等で周知し、スポーツ協会やスポーツ推

進委員協議会との共催も合わせ、ソフトテニス教室（春季・秋季）、小

学生陸上競技教室、テニス教室、小学１年生水泳教室、弓道教室、フラ

バールバレーボール教室、スキー・スノーボード教室など７教室を計画

した。

・いつでもどこでも、だれもが楽しめる生涯スポーツの研究、普及、情報

提供の推進

かじまるスポーツクラブでは、各種目を定期開催している。

・観光面と共催して地元の自然を体感する、健康増進トレッキングの推進

産業振興課と共催で、「櫛形山夏山トレッキング」を開催している。

成 果

「町体育祭り」に代わる事業として開催した「スポーツフェスティバル

２０２２」では、軽スポーツや文化財めぐり健康ウォーキング、走り方教

室を実施し、参加者・観覧者を合わせて約２００人が来場し、大盛況の内

に幕を閉じた。

令和４年度は、感染症対策を徹底し、ソフトテニス教室（春季・秋季）、

小学生陸上競技教室、テニス教室を開催することができた。しかし、コロ

ナ禍で中止せざるを得ない事業もあったが、行った事業では、一定の成果

は得られた。

かじまるスポーツクラブでは、各種目を定期開催しているが、特にグラ

ウンドゴルフ及びヨガ教室が参加者の増加に繋がっている。

産業振興課と共催で「櫛形山夏山トレッキング」を開催し、参加者の健
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③ 地域の伝統芸能を身近に感じ、優れた文化芸術に触れる機会の充実

ａ．文化芸術に親しむ機会の充実

ｂ．文化芸術活動への支援

康増進と観光 PRに繋がった。

課 題

引き続き、だれもが楽しめる生涯スポーツを研究し、今後は、ウィズコ

ロナの時代を前提に、知恵を絞りながら、スポーツの普及・推進活動を行

っていく必要がある。

概 要

・作品展示や発表会などの場の提供に努め町民が積極的に参加できる住民

参加型文化活動の推進

これまでも、芸能フェスティバルや文化祭文化展を毎年開催し、日ご

ろの成果を発表していたが、新型コロナ感染症の影響で大勢が集まるこ

とが困難だったため、令和４年度も中止とした。

文化協会専門部の短歌、川柳の２部門で毎月３首の作品を町広報文芸コ

ーナーで掲載している。

・文芸教室や寺子屋学級等を開催し、相互研修による文化交流活動の推進

文芸教室及び寺子屋学級を感染症対策を行い開催。しかし、コロナ禍

でもあったため、各教室どうしでの交流活動まではできなかった。

・文化芸術に触れる機会を増やすための常設展示が可能な施設の検討

役場１階の町民ギャラリーなど候補に挙げられるが、現在検討中。

・文化意識の醸成や高揚のため、町広報誌等による情報発信の充実

広報やホームページにおいて各種教室の開催案内や文化ホール事業の

案内、また、文芸作品を毎月掲載している。また、町のＬＩＮＥにも情

報を掲載し発信している。

成 果

短歌、川柳の広報掲載は毎月行っており、活動発表の場になっている。

文芸教室や寺子屋学級では作品を文化展に出品する方や、これを機に専

門部に入部する方もいる。芸能フェスティバルや文化祭文化展はその成果

を発表するとても良い場になっている。

より多くの媒体で情報を発信することにより、多くの方が文化に親しみ、

また、触れることができた。

課 題
多様な文化活動ができるよう、教室等を継続できる環境の支援に努める

とともに、活動の支援を継続していく必要がある。

概 要

・文化協会などの地域活動の母体となる団体の育成や支援

文化協会の活動を支援するため、補助金１,４８５,０００円を交付して
いる。

・各種文化団体の自主的な文化活動への支援

文化協会から加盟団体へ、運営資金の助成を１団体２０,０００円交付
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ｃ．文化財の保護・活用と伝統芸能の継承

している。

成 果

令和４年度もコロナ禍のため、芸能フェスティバルや文化祭文化展の中

止等、思うような活動が行うことができず、町からの補助金は４１２,９１
５円となった。

文化協会加盟団体（専門部）も活動が制限される中でもそれぞれ感染症

対策に留意し独自の事業を行うことができ、７団体に補助金を交付し、活

動支援の一端を担った。

課 題 引き続き、文化団体の育成、支援活動の充実を図っていく必要がある。

概 要

・地域の伝統芸能文化の継承と、継承のための保護団体への助成支援の充

実

地域の伝統芸能を守るため、文化財保護事業補助金を交付している。

・老朽化する指定文化財の修復や保全の推進及び支援

文化財保護審議会を中心に、史跡又は天然記念物の保護、並びに無形

文化財の支援に努めている。

・地域文化や歴史の保存と継承のため、資料整理等の推進

令和５年２月２３日に、富士川町歴史文化館 塩の華 舟運資料館が開

館した。

古文書の整理、郷土叢書の刊行を定期的に行っている。

・文化財をはじめとする歴史資産や多彩な特技を持った町にゆかりのある

人物を後世に継承するための歴史文化施設の整備

令和５年２月２３日に、富士川町歴史文化館 塩の華 近代人物館が開

館した。

・計画中の歴史文化施設の学習の場としての利活用と、町の歴史や文化の

情報発信の推進

和５年２月２３日に、富士川町歴史文化館 塩の華 が開館し、町内外

の小中学生をはじめ、県内外から多くの方々が訪れている。

成 果

令和４年度は、文化財保護事業補助金を申請のあった６団体に交付した。

繕した。

古文書整理では、富士川舟運の資料整理と文献保存に力を入れ、令和４

年度は、青山幸太家所蔵の絵図及び文書をまとめて、富士川町郷土資料叢

書第８巻の発行に向けて作業を行った。

富士川町歴史文化館 塩の華 は、２月２３日の開館以来、多くの方が来

館している。また、町内外の小学校３、公的団体１、民間団体２の団体見

学もあり、小学生のみならず、多くの方の学習の場となっている。

課 題
文化財は、地域の歴史や文化の成り立ちを理解する上で、欠くことので

きない資産であるため、今後も文化財の適切な維持管理及び保護保存を継
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ｄ．文化施設の管理及び機能整備の充実

続する必要がある。

歴史文化館は、今後も歴史文化の情報発信拠点として、館内維持管理の

ほか、施設の周辺環境整備が必要である。

概 要

・文化ホールの指定管理者制度による管理運営体制の強化

一般社団法人ふじかわ に指定管理委託を行い、効率的な管理運営及び

富士川町の文化振興施策の推進を行っている。

・施設利用者の利便性向上のための計画的な施設及び機能の整備

利用者に安全かつ良い環境で利用してもらうため、施設内の設備更新

工事や必要な工事を計画的に行っている。

成 果

コロナ禍のなか、感染症対策を行い、加藤登紀子さんのコンサートやＮ

ＨＫの公開番組など１７本のイベントを円滑に行うことができた。

経年による施設・設備機器の劣化に注視しながら、保守管理及び更新工

事を行った。

課 題

町民のニーズを反映した事業展開が行えるよう、指定管理者と連携し、

必要なサポートを行うこと、また、利用者の利便性を向上させるために、

必要な設備の改修をしていく必要がある。
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Ⅳ．富士川町教育大綱（抜粋）

第二次富士川町教育大綱

（令和４年度～令和８年度）

～ 新しい時代の到来 ～
未来を創る、子どもたちの育成にあたって

未来を創るための力を身に付ける、子どもたちの育成を教育の中心に･･･

基本理念 「今を未来を力強く生きる 『ふるさと富士川』 人づくり」

～新しい時代の到来～
・人生１００年時代の到来

・超スマート社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０）の到来

・増大する地球規模の課題

・グローバル化の加速 など・・・

平成２３年度～令和３年度

これまでの基本理念を引き継ぎ、新しい時代を見据えた教育へ

平成２７年度～令和３年度

第二次富士川町教育大綱・教育振興計画令和４年度～令和８年度

第 一 次 富 士 川 町 教 育 振 興 計 画

第 一 次 富 士 川 町 教 育 大 綱
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豊かな感性・創造性を培い、社会を生き抜く力を育成する

〇「知育・徳育・体育」を中心に、バランスのとれた「生きる力」の育成

〇生命を尊び、家庭や子育てに夢を持つことができる豊かな心の育成

〇家庭・地域・学校の連携により、社会全体で子どもを育む環境づくりの推進

〇多様な人との関わりの中で、社会を生き抜く力を育む学校環境の整備

夢と志を持ち、新時代の可能性に挑戦する力を育成する

〇超スマート社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０）の到来に向けた情報教育の充実

〇国際的な視野を持ち、グローバルに活躍する人材の育成

〇地球規模の課題に対応し、社会の持続的な発展を牽引する力の育成

自らの人生を設計し、生涯にわたって活躍できる環境を整える

〇人生１００年時代を見据え、生涯にわたる学習活動を支える環境の充実

〇ライフステージに応じて、誰もがスポーツに親しむことができる環境の充実

〇地域の伝統芸能を身近に感じ、優れた文化芸術に触れる機会の充実

～ これからの富士川町教育における ３つの柱 ～

１

２

３


